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1-A. コンポントム州コンポントマール郡 FAD, FAC, FAT 

訪問年月日： June 15 (Tue), 2010   (AM) 

訪問先：（森林局管轄

区名/CF サイト名） 

Kampong Thom Cantonment, Kampong Thmar Division, Kurayea Triage 

面談者： 7 名 1. Mr. Sim La Pin (Chief of FAC), 2.Mr.Tep Nheata (Dep.Chief of FAC), 3. Mr. 

Chhoeyn Kosal (Dep.Chief of FAD), 4. Mr. Srun Pheng (Chief of FAT), 5. Mr. 

Nop Chhaya (Dep.Chief of FAT), 6.Mr.Hok Kimsour (Staff of FAT), 7.Mr. Ea 

Kimchheat (Staff of FAT) 

調査者： Evaluation Team: Ms. Yoshiko Takahashi, Ms. Ayako Osada  

同行者： CBFSII : Mr. Takayuki Sato (Chief Advisor), Dr. Junko Komoto (Expert), Mr. 

Hem Channithy(CF/FP facilitator) 

通訳： Mr. Siv Solkean 

Q1: FAC, FAD, FAT のそれぞれの役割は何か? 

A1: トリアージ、スタッフそして森林の管理と、林業活動、森林法遵守そして試験林の保護など

である。また、経済コンセッションの管理や地域住民のための苗木生産・配布もあり、森林

による利益や効果も人々に説明して CF の推進をしている。 

Q2: FAC 全体の人数は？ 

A2: FAT が 9 名, FAD 10 名, FAC 全体で 76 名の職員がいる。 

Q3: FAT と FAD でもっとも重要な仕事は? 

A3: FAT で一番重要なのは森林法の遵守、2 番目はスタッフの管理で、3 番目は森林管理。 

FAD の 1 番の仕事は、森林管理計画。3 年計画と年度計画をたてている、FAT は現場で 

それらの計画を実施する責任がある。 

Q4:FAT の職員はほとんどの時間を現場で過ごすのか、週に何日？ 

A4:最低でも週に 4 日間は現場の仕事。シフトによっては週に 7 日働くこともあるし、月に 25 日

くらい働いている者もある。週末も含め最低 2 名職員が FAT でスタンバイしていなくてはいけ

ない。森林監視の仕事もあるので、村人から連絡が入ればすぐに駆けつける必要がある。 

Q5:通常の仕事だけでも忙しいところだが、プロジェクト活動でさらに忙しくなっているか？ 

A5:自分たちにとっては、プロジェクトからたくさんのことが学べているし、支援も続けてもらっ

ているので、忙しくてもやらなくてはならない仕事と認識している。 

Q6:4 名の C/P だが、どのくらい CF の現場に行っているのか？ 

A6:CF での我々の仕事としては、CF チーフに会うことと、森林巡回がある。2 回の森林活動をし

ているが、これは主に彼らの森林パトロールの指導や方法の森林の管理方法などをやっている。

メンバーがパトロールで違法侵入者などを発見したときには連絡を受けて現場へも行く。最近

では、プロジェクトからの機材であるウオーキー・トーキーやカメラ、GPS などがそのような
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ときに使われる。今後は CF メンバーにもウオーキー・トーキーの使い方を教えて連絡がすぐ

にできるようにする予定。 

Q7:JICA から供与されたバイクやカメラなどの機材はどのようにメンテナンスする？ 

A7:バイクはメンテナンスも自分たちでできるし、修理も地元でできる。カメラや GPS など業者

に依頼するような故障は自分たちには出来ないので、誰かに頼んで新しい機材に変える必要が

あると思う。（誰かとは？）プロジェクトとかに頼むしかない。 

 

Q8:FP を通じて習得した技術については自信をもっているか？ 

A8:イエス。プロジェクト開始後、PC の使い方やレポートの仕方も学んだし、コミュニティーの

人々とのコミュニケーションのとり方やコーディネートの仕方も習得した。また、人々に森林

を管理することで得られる利益も説明できるようになった。 

Q9:生計向上支援活動はどのようにやっているか？ 

A9:我々は、農業省の州事務所や郡事務所とのコーディネートをしてきた。彼らとの協力は難しく

はない。彼らが講師となって技術指導をしてくれたときには支払っている。これはプロジェク

トの予算からカバーしている。 

Q10:それでは、プロジェクト終了後も継続して彼らに依頼することができるか？ 

A10:依頼はできると思うが、どこかのプロジェクト等の支援がなければ支払いはできない。もし

くは、コミューン開発計画の中で、コミューンから EX-COM などのプロジェクトに支援の依

頼をすることも可能だと思う。その場合、プロポーザル書きに不慣れなコミューン事務所に、

経験のある我々がアイデアをだしてプロポーザル文書作成支援をすることもできる。このよう

なことは、それぞれの州事務所で住民の生計向上のためのプロジェクトに関連することは一括

してやっていること。 

Q11:そのような支援はやはりプロジェクトの FP 活動の経験から学んだことか？ 

A11:経験だけではなくて、プロジェクトで実施した調査結果などからも得た情報も活用をして提

案をしている。 

Q12:プロジェクトでやった３つのコンポーネントアプローチの結果は効果的と思うか？ 

A12:コンポーネントとして生計向上支援にプロジェクトとして資材を提供するのは有意義だと思

うが、結果がでるのに時間がかかる。 

森林パトロールなどはとても大切で、森林を守るのに直接的なアプローチだと思う。 

パトロールでは 6 つの村で 20 ほどのチームをそれぞれの村でつくって交代制で実施している。

以前はすべて村人で全体をパトロールしていたが、今ではやり方を変えてそれぞれの村で参加

型で自分たちの村をカバーしている。 

A12: 井戸がプロジェクトによって掘られたのは、人々が遠くまで水を汲みに行く必要がなくなっ

てすでに支援の効果もでている。養鶏と野菜栽培もすでに昨年 11 月から始めていて、研修を 

実施したところである。苗木生産はすでに始めているし以前にも配布はしていたので、それに
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よって森に植林ができた。2005 年と 2006 年に一時期プロジェクトから支援があったが、その

時は 3,857ha だった森林地域が今では 4,500ha へと増えている。CF 合法化は、JICA だけの支

援ではなくずっと RECOFTC の支援も受けてきたのでその効果もあるが、JICA プロジェクト

からは PROCAS の過程で支援を受けた。ここでは経済セッションも隣接してあるので、CF 地

域が小さくなってしまわないように活動をしている。これまでに、植林をして CF 境界の杭や

地図看板の設置もしてきた。 

Q13:この３つのコンポーネントのうちで、どの部分はドナーなしでも続けられそうか？ 

A13:続けてゆくのが我々の仕事であるし、カントンメント年間計画に入れてやってゆくつもりで

ある。自分たちはできるだけ続けたいと思うが、全部の活動の継続は無理なので、いくつかの

活動はコミューンへと移管して、コミューン開発として継続してゆくことになるかと思う。我々

の役割は、彼らに方向性を示すことであり、CF 合法化もそのように捉えている。 

Q14:地域住民と FA 事務所、職員の関係は良いか？コミューンとの関係は良いか？ 

A14:関係は良好である。皆 JICA プロジェクトに感謝している。JICA、JICA と言って、よく知

っている。コミューンとの関係だが、今年の開発計画策定会議に出席するように要請された。

従って、計画段階に FA が参加できるようになったことは、今後のよい連携のかたちがある

と思う。 
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1-B. コンポントム州コンポントマール郡クラヤ ビアルオクデイ CF 

訪問年月日： June 15 (Tue), 2010  (PM) 

訪問先：（森林局管轄

区名/CF サイト名） 

Kampong Thom Cantonment, Kampong Thmar Division, Kurayea Triage, Veal 

Okdei Community Forest (CF) 

面談者：8名 

CFMC: 5 名 

CF:1 名 

地方行政：2 名 

1. Khhuon Moek(Chief of CFMC), 2. Leng Srey(Dep. Chief of CFMC), 3.Non 

Ke(Dep. Chief of CFMC), 4.Ne San (Member of CFMC), 5. Suon Son(Member 

of CFMC), 6. Phork Mam (Member of CF), 7.Sek Chun(Dep.Chief of Krayea 

commume),8. Sam Chhen(Member of Central Committee) 

調査者： Evaluation Team: Ms. Yoshiko Takahashi, Ms. Ayako Osada  

同行者： CBFSII : Mr. Takayuki Sato (Chief Advisor), Dr. Junko Komoto (Expert), Mr. 

Hem Channithy(CF/FP facilitator) 

FAT: Phan The (Dep. Chief of FAT), Sen Oeun (Chief of FAT) 

Nhov Kham (Consultant) 

通訳： Mr. Siv Solkean 

 

Q1: CF の組織はいつ設立か？ 

A1: 2002 年から組織して活動をしてきた。今年役員の改選があったばかりで、CFMC は全員新メ

ンバーである。まだよく仕事がわからず、これから新しくすべてが開始されるところである。 

Q2:JICA との活動は？ 

A2: 2005 年にも一時期支援を受けて植林をしたが、その後来なくなった。また 2008 年に再開し

て、これまでに植林、苗木生産、森林パトロールのグループ分け、境界画定、境界杭とサインボ

ードの設置、井戸を各村に 32 基設置などをやってきた。2010 年 6 月からは野菜栽培と養鶏も研

修が始まるところである。 

Q3: JICA 以前にもそのような研修を受けたか、またその結果は？ 

A3:以前も野菜栽培や養鶏は習ったがもっと小さなグループで 15 戸くらいが、農業普及員から習

った。興味を強く持った人には、良い結果が得られていた。 

Q4:パトロール活動はどのようにやっているか？ 

A4:以前は全体をみんなでパトロールしていたが、6 か村の CF なので、村単位で新しく 6 グルー

プとなり、それぞれの村で 20 チームを作ってローテーションで自分たちが使用する地域をパ

トロールすることにした。これで一戸あたり１～２ヶ月に 1 度くらい参加すればよいように

改善された。現在はそれぞれ６つのグループでの内規づくりをしている段階だ。 

Q5:メンバーの会費はあるか？ 

A5:これから会費を集める予定である。以前に集めた会費は、パトロールのためのトラック借り上

げ費用やガソリン代として使った。 
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Q6:FA の職員たちには、どのようなときに来てもらうのか？ 

A6:違法伐採者を発見したときには、呼び止めて、違法であることや CF の管理地であることを話

して説明をする。2 度目に発見したときには、すぐに捕まえる。 

  FA 職員には一緒にパトロール中に発見するときはよいが、FA 職員も忙しいのであんまり呼

ぶことができない。今は６つの村ごとにグループを分けたので、定期的な指導をしてもらえ

ればと要請している。 

  村によっては、違法伐採も違法な炭焼きもたくさんあり、管理が大変である。プロジェクト

に要求したいのは、メンバーも新しくなったので、リーダーシップやマネジメントの研修を

またやってほしい。 

Q7:メンバーにとって、CF に参加することで得られるメリットは何か？ 

A7:森林が使えること。そして、政府が企業に森林の使用許可を与えてしまうことをみな恐れてい

るので、それから森林を守るために住民が組織している。また、森林が保護されれば次の世

代に利益があり、企業に売られることもなくなる。生れてから死ぬまで森は必要。そのため

にはとても良い活動だと思ってやっている。 
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2-A. コッコン州スレアンベル郡コンポンセイラ トウモールルーン CF 

訪問年月日： June 16 (Wed), 2010  (AM) 

訪問先：（森林局管轄

区名/CF サイト名） 

Kho Kong Cantonment, Sre Ambel Division, Kg. Seila, Thmor Roung 

Community Forest (CF) 

面談者：9名 

CFMC: 9 名 

 

1. Rach Khemrin(Chief of CFMC), 2. Than Saroeun (Dep. Chief of CFMC), 

3.Sem Chana (Dep. Chief of CFMC), 4. Lun Sarath (Chief of Patrol team), 5. 

Nov Por (Secretary of CFMC), 6. Khhim Lin (Member of CFMC), 7.Seng Thai 

(Dep.Chief of Patrol team), 8.Pum Put (Member of CFMC), 9.Daut Samuon 

(Member of  CFMC) 

調査者： Evaluation Team: Ms. Yoshiko Takahashi,  Ms. Ayako Osada  

同行者： CBFSII : Mr. Takayuki Sato (Chief Advisor), Dr. Junko Komoto (Expert), Mr. 

Hem Channithy(CF/FP facilitator) 

FAD: Chuob Choeun (Staff of FAD) 

FAT: Sen Ly (Dep. Chief of FAT), Tuy Sovanrin (Chief of FAT) 

通訳： Mr. Siv Solkean 

 

Q1: CF の活動はいつから？ 

A1: JICA の活動は 2008 年からで、2010 年 1 月に境界杭を打ちサインボードを立てたことで、

周辺の人たちは CF の土地であることを理解し入ってはいけないことが分かった。侵入者も減

った。パトロールは自分たちで 2007 年から実施している。 

植林は 2008 年にアカシアを 500 本、サムローン 200 本を FAT からの苗木でやった。その他に、

きのこや薬草も採取している。これらはプノンペンまで持っていって売っている。タクシーで

行くが、儲けはある。また、WWF の支援でラタンを集めてハンディークラフトづくりと販売

をしているが、儲けはそう多くはない。ラタンは家具のほうが儲かるが機械がない。 

Q2: FA からの技術的な支援はどのようなものか？ 

A2:CFMC に対してレポートの作成方法や会計を JICA の支援で研修をやってくれた。植林はア

カシアのときは苗木をもらい自分たちで植えた、特に植え方の指導はなかった。CF 活動はモ

ニターもしなくてはいけないし大変だが、プロジェクトの研修が役立つと思っている。杭も

そうだし、養鶏などはまだ研修もこれからだが、生活がよくなることはわかっている。リゾ

ート地、観光地なので、CF から採集したものや鶏肉、花などもすぐに売ることができる。ビ

ジネスはしやすい場所だ。 

Q3:それらのビジネスは,今後プロジェクトが終了したあとも継続するか？ 

A3: 作成した計画もあるし、JICA のプロジェクトが投入してくれれば、その後は自分たちだけ

でもやっていける。 
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Q4:メンバーからの会費などは現在あつめているか？ 

A4:内規にもあるし、その予定である。使用の目的はパトロールのガソリン代、ポール代、メンバ

ーの葬儀代、薬代、活動のための移動手段のための経費など。 

Q5:CFMC の会議の頻度は？ 

A5:毎月 MC メンバーが集まっている。このときに、活動のモニタリングやレビューをするが、

そのほかに皆で観光活動からの収入の確認をするのが主な目的。主な収入源は駐車場管理の

収入と土産物屋からの収益がある。これらの収入から、10%ずつ 2 箇所のコミューンへ合計

20%、郡政府へ 10%を渡すことになっている。残り 70%が CF の収入。 

ところが、2010 年 1 月から、新しいエコ・ツーリズム委員会（メンバーは、郡政府と職員、

村議会と村会議員、CFMC メンバー）ができたのだが、そちらへも 10%さらにエコ・ツーリ

ヅム開発費として 35%、赤十字社に 10%、郡政府へはプラス 5%で 15%を支払うことになっ

たため、CF の取り分は 10%になってしまう、という問題が起こっている。また、CF 内の観

光資源でもある滝のある中央の地域が、ホテル建設の用地となってしまい周囲を囲われた。

郡もこの企業に合意をし、FA もまったく知らない間に、中央の機関から許可が出ている状態。

何度か話し合いの申し入れをしたが実現していない。FA や JICA 専門家とも話し合ったがい

い案がでないまま。収入が 10%では CF の活動も立ち行かなくなる恐れがある。 

Q6:FA の支援はどのようなときに受けているか？ 

A6:森林パトロールを実施するときや、違法伐採者や侵入者を捕らえるとき（FA 職員には権限が

あるので呼んで捕らえ手もらう必要がある）。また、森林法についての説明を聞いたり、苗木生

産や植林の際にも支援をしてもらっている。また、FA コーディネートミーティングを年間に

4-5 回開催している。 

Q7:行政との連携はどのようになっているか？ 

A7:エコ・ツーリズム委員会は、郡が議長を務めており、関連する各組織からメンバーが入ってお

り、増加した観光客への対応を目的に、違う組織が連携できるようになっている。この CF も

そのメンバーであるので、連携してゆく予定で、CF の活動も郡の活動としてエコ・ツーリズム

開発の予算からやってもらう可能性もある。FA との連携は、まだこれからと言うところである。 
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2-B. コッコン州スレアンベル郡 

訪問年月日： June 16 (Wed), 2010  (PM) 

訪問先：（森林局管轄

区名/CF サイト名） 

Kho Kong Cantonment, Sre Ambel Division, FAD-FAT Office 

面談者：3名 

FAD: 1 名 

FAC: 2 名 

 

1. Chuob Choeun (Staff of FAD), 2. Tuy Sovannrin (Chief of FAT), 3. Sen Ly 

(Dep. Chief of FAT) 

調査者： Evaluation Team: Ms. Yoshiko Takahashi, Ms. Ayako Osada  

同行者： CBFSII : Mr. Takayuki Sato (Chief Advisor), Dr. Junko Komoto (Expert), Mr. 

Hem Channithy (CF/FP Facilitator) 

通訳： Mr. Siv Solkean 

Q:この FAD、FAT にはどのような役割があるか？ 

A:森林法の遵守、苗木生産、CF ともフィールドワークで協力している。 

Q:現在いくつの CF があるのか？ 

A:コンポン・セイラには現在２つの CF がある。そのうちのひとつが今日午前中に訪問したＣＦ。 

Q:どの活動に一番時間を割いているか？ 

A:森林法の遵守、森林の管理、CF 開発などがどれも重要である。その中でももっとも時間を割い

ているのは、CF に関わる活動である。CF の指導をしなくてはいけないし、植林や森林保護、

森林法遵守などすべて CF に関わってやらなくてはいけない。 

Q:JICA プロジェクトの活動で以前より仕事は忙しくなったか？ 

A:プロジェクトが来る前から CF はあったし活動もやっていた。しかし、JICA のプロジェクトの

活動でより忙しくなったという感想はある。 

Q:CF 訪問の頻度はどのくらいか？ 

A:活動計画に従って活動しているので、頻繁に CF を訪問する時期もあるし、そうでないときも

ある。ただ、その他の FA の仕事でも CF を訪問する必要がある。訪問にはプロジェクトが供

与したバイクを使用している。ひとつの CF は午前訪問したところで 15 分くらいの距離だが、

もうひとつの CF はここから 3 時間かかる遠いところで、最後は歩かないと行けない。 

Q:CF の活動では、ガソリン代のほかどのような経費がかかるか？ 

A:その他は、食事代くらい。 

Q:JICA から支援された機材にはどんなものがあるか？ 

A:3 台のバイク、カメラ、コピー機、PC1 台、プリンター、ホワイトボード 2 台がある。GPS は

FWTC から借りている。 

Q:それらの状態はどうか、また今後壊れたときのメンテナンスはどのようにする予定か？ 
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A:やらなくてはいけないと思うが、マイナーな修理などは自分たちの予算やポケットマネーでメ

ンテできるが、大きな修理はできない。 

Q:FA の中央にその場合予算など依頼できるか？ 

A:FAC や FA 中央に聞くことはできるが、難しい。我々は苗木生産の予算についても FA 中央に

要請しているところだがまだこない。 

Q:技術的なところでは、どのような研修を受けたか？ 

A:短期研修を FWTC で受けたし、参加型マッピングや年間計画策定やレポート作成、GPS の研

修を受けた。インベントリー研修、森林資源保護やハイブリッド、植林などもある。森林測量

なども。それぞれ習得した技術は活用している。例えば GPS は CF の境界画定に使ったし、計

画策定は CF の活動計画策定によく使った。ほとんどの JICA の研修の技術は多く活用してい

ると思う。 

Q:JICA のプロジェクト以前には、どのような技術的な研修を受けたか？ 

A:CF のはじめ方などのセミナーには参加したことがあるが、研修受講はまったくなかった。 

Q:CF の活動の状況はどうか？ 

A:CF メンバーの皆は農作業やその他で忙しく、なかなか参加度はあがらないし難しい。2 つ目の

困難は、CF メンバーに対するインセンティブの問題、例えばリフレシュメントや交通費などが

でないと、参加してくれない点が困難である。 

Q:CF メンバーへの研修は実施したか？ 

A:森林法や植林方法、計画策定などの普及は彼らに対してしたが、研修ということはしていない。 

Q:この FAT や FAD はリゾート地であり観光地でもある、ビジネスチャンスはたくさんあるので

はないか？ 

A:WWF の支援で、ラタンのハンディクラフトなどは確かにやっている。 

Q:コミュニティーや郡との連携はどのようになっているか？ 

A:ツーリズムセクターとの関係では郡の介入が強いと感じている。郡が委員会を新しくつくるな

どの動きもあり、ある意味 FA が直接関わることから排除されている観もある。郡は FA を排除

したがっているようだ。我々だけでは何もできない。コミュニティーにはお金がないし、郡な

しには何もできない。従って、我々にできることはこれからも郡と関与し続けて巻き込んでゆ

くしかない。エコ・ツーリズム委員会の問題も、JICA も入って話しあいをしたが、あちらは

CF と我々の言い分には合意しなかった。コミュニティーが活動をしなくてはならないが、お金

は郡に吸い上げられてしまうシステムになってしまうと、CF にはお金が残らなくなる。 

Q:WWF とのラタンのプロジェクトはどのような状態で、結果はどうか？ 

A:FA はコーディネートしてきたが、2010 年の 9 月には終わる予定。WWF はラタンのハンディ

クラフトしか支援をしていない。WWF からの直接指導はなくて、予算と簡単な機材を支援し

て他の組織(PAC - local NGO)を通じてやっているだけ。指導はコンポントムから講師が来た。

ソファの指導者も来た。ラタンの種や苗木生産なども指導者が来てやった。ハンディクラフト
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は、コミューンの中でも出来る人が教えたりもした。バスケットやハンディクラフトのみやげ

ものではあまり儲けもなく、うまくいかなかった。ソファや家具ならもっと儲かるが、もっと

機能の高い機械が必要だがその支援はない。 

Q:今後あらたに活動を開始する予定の CF は何箇所くらいあるか？ 

A:他の村でも CF をやりたいという希望があるのだが、この FAT の地域にはもう土地がなくて、

これ以上の CF はできない。国立公園や民間企業などに指定されていて FA が使える土地では

ない。 

FAD 内の他の FAT にはまだ土地もあり、今後６つの CF が新しくつくる計画がありすでに２つ

は手続きが始まっている。ここで POA などをやって計画をつくっている。 

Q:プロジェクトでの経験をこの地域ではどのように活用してゆく予定か？ 

A:すでに新しい６つの CF が始まっているのでそこで使える。CFMC の選挙や CF 境界画定や活

動計画策定はそこで活用しつつある。 

Q:今後研修が必要になったら、どのようにしてゆく予定か？ 

A:FAC 内で GPS の研修を開催したいと考えていて、FAC に対しても研修実施の要請をしている

ところである。FWTC での研修にはここの職員は優先的にたくさん呼ばれている。 

Q:ここにいる FWTC の FP ファシリテーターに何か依頼してできるようなことはないか？ 

A:GIS の新しい Version 9.2 や 9.3 の CD 付き書籍がほしい。 
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3-A. コンポンチュナン州ロメアス郡トウールサムローン CF 

訪問年月日： June 17 (Thu), 2010  (AM) 

訪問先：（森林局管轄

区名/CF サイト名） 

Khongpong Chhnang Cantonment, Romeas Division, Toul Samrong Community 

Forest (CF) 

面談者：15 名ていど

 

Toul Samrong CFMC members 

調査者： Evaluation Team: Ms. Yoshiko Takahashi 

同行者： CBFSII : Mr. Takayuki Sato (Chief Advisor), Mr. Makoto Fukuyama (Expert), 

Mr. Koy Maquis (Secretary)、Mr. Sin Kosal (Chief of FAC)、Mr. Pol Chantha 

(Deputy Chief of FAD), Other staffs 

通訳： Mr. Siv Solkean 

 

Q: CF の設立はいつ？ 

A:2005 年からで、当時のメンバーは 120 人でスタートした。2010 年現在は 156 人になった。 

Ｑ: これまでに実施してきたプロジェクトの CF/FP 活動は？ 

A: PRA と活動計画策定、パトロール、境界杭の設置（材料費をプロジェクトが支援して手作り）、

標識の設置をした。苗畑は 2010 年 3 月に CF メンバーも労力を提供して造成したので、4 月か

ら苗木の生産を開始している（竹 1,000 本、多目的木、マンゴー50 本など）。7 月~8 月には植

林ができる。CF には 150M の灌漑水路もできた。養鶏はまだだが、現在準備をすすめている

ところ。 

Q:これから開始する養鶏や野菜栽培で収穫を得たら売るのか？ 

A:まずは家族で食べて、余った分が売れれば、教育費にしたい。 

Q:FA の職員はどのようなときに CF を訪問しているか？ 

A:違法伐採や侵入があったときだが、プロジェクト開始後は以前よりも頻繁に訪問をするように

なった。また CF 合法化も FA 職員が必要な書類などを揃えて手続きの支援をしてくれている。 

Q:コミューンの役所とはどのような関係か？ 

A:役所からは CF 合法化で書類作成などの支援がある。 

Q:これまでにどんな研修をうけたか？ 

A:苗畑で種子の選別方法を習ったり、家畜の飼育、苗畑の作り方などである。 

Q:メンバーから会費の徴収はあるか？またどのような用途があるか？ 

A:メンバーの会費は、CF 内規もできて 2009 年 9 月から月額で 300 リエルを集めている。これま

での主な支出は、苗畑造成のときのスナック代やお茶代、ノートやペンの文房具など。もう少

しお金が貯まったら、本棚がほしいと思っている。 

Q: 何故、CF のメンバーになったか？ 
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A: ①土地を守るため、②森林の保護、③家畜飼育のための土地を守るため、④民間企業から土地

を守るため、⑤森林から得られる利益、⑥野生動物（うさぎや孔雀）のシェルターを守るため。

森からは、薬草や果実、きのこも採れるので、自家消費にしている。他に赤蟻も食用に採れる。 

Q:CF になったときに、これまで森林を使っていたが使えなくなった人は？ 

A:何人かいた。CF のメンバーにならなかったが、まだ使っている人もいる。他の村の人ならとき

どき通報するが、この村の人もいる。 

Q:プロジェクトの実施に関して何か意見はありますか？ 

A:・ 我々の CF はまだ十分に強くなったわけではない、JICA には支援を継続してほしい。 

・ 苗木生産と植林の研修をもっとやってほしい。 

・ 果樹やチャイニーズフラワーの苗木はもっと必要、毎年何千本も必要というわけではない。 
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3-B. コンポンチュナン州 FAC-FAD-FAT 

訪問年月日： June 17 (Thu), 2010  (PM) 

訪問先：（森林局管轄

区名/CF サイト名） 

Kg. Chhnang Cantonment, FAC-FAD Office 

面談者：11 名 

FAC: 3 名 

Romeas FAD: 2 名 

Krg.Skier FAT: 2 名

Kg.Chhnang FAD:2 名

Rolear Phaer FAT: 2

名 

 

1. Mr. Sin Kosal (Chief of FAC), 2 Mr. Keo Darith (Staff of FAC), 3. Ms. Pa 

Vanna (Staff of FAC), 4. Mr. Ben Bollyna (Chief of Romeas FAD), 5. Mr. Pol 

Chantha (Deputy Chief of Romeas FAD), 6. Mr.Chao Seang (Deputy Chief of 

Krang Skier FAT), 7. Mr. Seung Hat (Staff of Krang Skier FAT) ,8. Mr. Pea 

Kinheng (Deputy Chief of Kg. Chhnang FAD), 9. Ms. Kim Sothea (Staff of Kg. 

Chhnang FAD), 10. Mr. Pen Savath (Deputy Chief of Rolear Phaer FAT), 11. Mr. 

San Saro (Staff of Rolear Phaer FAT) 

調査者： Evaluation Team: Ms. Yoshiko Takahashi, 

同行者： CBFSII : Mr. Takayuki Sato (Chief Advisor), Mr. Makoto Fukuyama (Expert), 

Mr. Koy Maquis (Secretary) 

通訳： Mr. Siv Solkean 

Q:どのような役割があるか？またそれらで一番時間を割いているのは？ 

A:担当する地域での管理をしている。すべての仕事は計画に基づいてやっているので、その時期

によって時間を割く仕事も違う。例えば、7 月 8 月は植林の季節だ。 

Q:この FAC では、現在いくつの CF があるか？ 

A:現在あるのは 32CF で、他にもプロポーザルをだしている。他の World Vision や ITTO、CFI

などからの支援で CF の設立をやっている。JICA だけではない。 

いろいろなところから支援を受けているが、CF の活動で、生計向上を一緒にやっているのは

JICA のプロジェクトだけであり、とても効果的なやり方だと思っている。生計向上は３つのコ

ンポーネント（生計向上、CF 合法化、林業）のなかでも、CF の最初のステップとして有効だ。

人々がこれによって参加しやすくなる。また、井戸も掘ってもらい村人は遠くへ水を汲みに行

かなくてもよくなった。このような生計向上のアプローチで村人の CF 活動を促し、我々と村

人との関係も良好だ。また、森林法を人々に説明することで、村人の CF への理解が非常に深

まった。 

Q:JICA のプロジェクトは終了するが、今後はどのような予定か？ 

A:まだ最初の試みである CF をひとつやっているにすぎないのだが、われわれはこの３つのコン

ポーネントを他の地域の CF でも普及したいと考えている。もちろんフィージビリティースタ

ディなどの結果で検討する。今はまだだが、FA 中央へもリクエストして、他の NGO などこの

アプローチを理解してくれる組織を紹介してもらえば出来ると思う。州政府では、医療や教育

131



14/20 

などの優先順位が高く難しいところもある。 

A:FAD レベルでも３つのコンポーネントはやりたいが、ドナーや今後の支援次第。FAD は CF 支

援に関する予算はない。 

A:FAT ではスタッフの能力は十分についたし、CF 実施のメカニズムも出来た。JICA プロジェク

トのやり方は調査から分析をして計画を策定した。講師の探し方なども良く分かった。苗畑も

できたので苗木生産も植林もできる技術もついた。他のドナーは計画をするがあとは我々だけ

でファンドを使ってやる場合が多い。今後は、CF のファンドを使うことや、リハビリテーショ

ンフォレストや環境分野の支援ならコミューンにも頼めるし、ローカルな予算も可能性を検討

したいと思う。しかしプロジェクトはとても短期間で（2008 年 12 月開始）、今後の継続にまだ

十分な状態にまでなっていない。 

A:プロジェクトで実施した、スタディービジットはとてもよかった。また、野菜栽培の堆肥づく

りなども、村から村への経験を活かしてやれる方法だと思う。 

A: An Duong CF だが、そちらではすでに養鶏とコンポストをやって、村人の生計向上に役立っ

ている。JICA では CF だけではなく生計向上も一緒にやるので、とても役立っている。 

 

Q:CF/FP 活動のなかで、村人とのあいだでの困難はどんな事か？ 

A: 村人が忙しいときにはフレキシビリティーを持ってやる必要がある。計画通りになかなかでき

ないが、会議といえども、村人にも仕事があるし配慮はしなくてはならない。 

A: 以前は侵入者などの対応に困ったが、今では境界杭やサインボードがあるのでやりやすくなっ

た。我々は、彼らをできれば裁判所に送りたくはないので、彼らを教育したいと思っている。 

A: また村人には、参加度や知識にも限界があるところが難しい点だ。だが、彼らには CF からの

利益に期待する部分もある。結果がでるまでには時間のかかることで、まだ短時間なので村人

は成果がまだ見えないことにがっかりすることもある。また、メンバーと非メンバーとの間に

も多少の難しさを感じている。 

A: An Duong CF では、メンバーや村人との関係は以前と比べてよくなったと感じている。CF は

もう少しマネジメントの勉強が必要だと思う。 

 

Q:供与された機材のメンテナンスはどうなっているか？ 

A:デジタルカメラ、GPS、バイク 2 台、コピー機、PC、プリンターがある。他の事務所の人やコ

ミュニティーも使っている。我々はきちんとケアすることを心がけているし、プロジェクト後

も注意して使い続けるつもりである。
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4-A. コンポンチュナン州ロメアス郡トウールサムローン CF 

訪問年月日： June 21 (Mon), 2010  (AM) 

訪問先：（森林局管轄

区名/CF サイト名） 

Khongpong Chhnang Cantonment, Kg. Chhnang Division, Boeng Kok 

Community Forest (CF) 

面談者：15 名ていど Boeng Kok CFMC members 

調査者： Cambodian Evaluation Team: Mr. Chay Chetha, Mr. Long Boung, Mr. Ly Meng 

Seang 

Japanese Evaluation Team: Mr. Hirata, Mr. Inoue, Mr. Shibuya, Ms. Osada, Ms. 

Takahashi 

同行者： CBFSII : Mr. Takayuki Sato (Chief Advisor), Mr. Makoto Fukuyama (Expert), 

Mr. Koy Maquis (Secretary) 

通訳： Mr. Siv Solkean 

 

Q: CF の設立はいつから？ 

A: 2003 年に CF を設立して、当時のメンバー数は 107 名だった。JICA のプロジェクトは 2006

年からで、2006 年と２007 年には森にアカシア、ユーカリの苗木を植林した。（その後は森へ

の植林はしていない。） 

Q: どの活動が一番利益をもたらしたか？ 

A: 養鶏(47 世帯)と野菜栽培（18 世帯）が一番儲かる。（養鶏では年間 100 万リエルの利益という

メンバーもいた。）養殖池(36 世帯)では年間に１シーズンで 40 万リエルから 50 万リエルの利

益になった。とはいえ魚の養殖は年間を通してできるわけではなく、乾期には水が干上がるの

で 6 ヶ月間はできない。技術支援は州の水産局の技術者から。 

Q:スタディーツアー（プロジェクトで実施）で行ったタケオは参考になったか？ 

A: 大きな池がいくつもあり、たくさんの稚魚が成育するに従って池を移すシステムで、我々のも

のとは違っていた。 

Q:野菜栽培は他のメンバーには教えないのか？ 

A: CEDAC（ローカル NGO とプロジェクトが契約して 6 ヶ月の技術指導を実施）でオーガニ 

ック野菜を栽培しているので、CEDAC はメンバー契約（5,000 リエル/月）をしていない農家 

からは買わないシステムになっている。メンバーは 2 ヶ月に 1 回プノンペンに出向き、CEDAC 

と野菜の買取価格の交渉をしている。 

Q: FA の職員とはどのような関係か、また地方の役人との関係はどうか？ 

A: FA 職員とは良い関係である。FA 職員はいろいろと支援をしてくれ、時にはポケットマネーで

森へのガソリン代も出してくれたりする。地方の役人とも CFMC の承認やその他運営管理上に

必要があるときには連絡をとる。 
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Q:FA 職員が CF を訪問する頻度は? またどんなときに CF から連絡するか？ 

A: 月に 2～3 回ほど、活動の計画があるときはもっと多い。マンゴーの苗木を植えるときにも植

え方を教えてもらったりしている。違法侵入者や違法伐採者を見つけたときには、拘束する必

要があるので、その権限をもつ FA に通報して捕まえてもらう。 

Q:JICA 専門家との関係はどうか？ 

A:JICA が教えてくれる技術は使える。計画作りは習ったまま使っていない。CF を訪問してくれ

るときには、1 週間~2 週間前に連絡をしてくれればアレンジもしやすい、2~3 日前だとみんな

農作業や予定もあるので対応するのが難しい。 

Q: CF のパトロールはどのようにやっているのか？ 

A: 定期的にグループを作って巡回している。特に雨期には毎日やっている。雨期だと他所の村か

らボートでやってくる。冠水すると乾期よりも侵入しやすく、伐採した木も運びやすいから。

ボート 1 台に牛車 10 台分の薪が積める。売れば、250$から 300$になる量だ。 

 CF メンバーは、田畑へ行くのに森を通り抜けてゆくようにしている、違法伐採者や侵入者から

守るためだ。 

Q:CF メンバー会費は集めているか？ 

A: 月に 200 リエルとなっているが、メンバーの中には貧しい者もいて集めるのは容易ではない。

これまでに集めた会費は、パトロール用のバイクのガソリン代、会議費、交通費などに使った。

今のところ小さな金額しか集まっていないのでそれ以外の何かに使う計画はない。ただ、われ

われは 20 家族ほどが村のセービング・グループにお金を預けているので、村人にお金の緊急な

必要が生じたときには、このグループから借りて対応することができる。 

Q:FA 職員からこれまでにどのような研修を受けたか？ 

A:果樹の植林や苗木生産の研修を受けた。そのほかには野菜栽培や養鶏も。CF のコンフリクト・

マネジメントとリーダーシップの研修を 3 人が受けた。ネゴシエーションが必要なときに使っ

ている。 
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４-B. コンポンチュナン州 FAC-FAD-FAT 

訪問年月日： June 21 (Mon), 2010  (PM) 

訪問先：（森林局管轄

区名/CF サイト名） 

Kg. Chhnang Cantonment, FAC-FAD Office 

面談者：11 名 

FAC: 3 名 

Kg.TralachFAD: 2 名

Kg.TralachFAT: 2 名

Samaki Mean Chay 

FAT: 2 名 

1. Mr. Mom Vutthy (Chief of Kg. Tralach FAD), 2 Mr. Hor Dara (Deputy Chief 

of Kg. Tralach FAD), 3. Mr. Soeun Vanna (Chief of Kg. Tralach FAT), 4. Mr. 

Sek Thach (Staff of Kg. Tralach FAT), 5. Mr. Men Vutthy (Deputy Chief of 

Samaki Mean Chay FAT) 

調査者： Cambodian Evaluation Team: Mr. Chay Chetha, Mr. Long Boung, Mr. Ly Meng 

Seang 

Japanese Evaluation Team: Mr. Hirata, Mr. Inoue, Mr. Shibuya, Ms. Osada, Ms. 

Takahashi 

同行者： CBFSII : Mr. Takayuki Sato (Chief Advisor), Mr. Makoto Fukuyama (Expert), 

Mr. Koy Maquis (Secretary) 

通訳： Mr. Siv Solkean 

 

Q:この事務所は FAD と FAT で使っているとのこと、FAD,FAT の役割はなんですか？ 

A:３つのディストリクトと２つのトリアージュを管理している。その下で２つの CF がある。主

な役割は森林管理で違法侵入や森林伐採から土地を守ることと、森林法遵守、そして没収した

土地を政府に戻すこと。FAD では CF 活動や森林伐採から守っている。 

Q:その中でもっとも時間を割いている仕事はどれ？ 

A:違法伐採の取り締まりと CF 活動。通報があれば郡レベルでチームを造ってほぼ毎日巡回して

いる。2007~2008 年頃から土地が値上がりしてきていることも影響して違法侵入や伐採が増え

ている。 

Q:その頃にはすでにプロジェクトの活動もスタートしていた頃だが、問題への対応は？ 

A:ボエンコック村の CF では当初土地占拠の問題があった。プノンプレアテット村でも経済土地

コンセッションと重複する土地の問題があり、今も企業と FA とで交渉中だ。地域住民の人に

はCFのメンバーへの勧誘もすすめているが、今後は違法者には法の適用も必要になるだろう。 

Q:CF において、プロジェクト後の変化はどのようなものか？ 

A:森林の保護については、2006 年以降植林した木がよく育って、今では人が見えないほどの高さ

になった。プロジェクト後は生計向上などの活動が始まったことで、違法伐採も減少している。 

Q:生計向上のための研修の際には、講師の調達などの調整は FA がやったのか？ 

135



18/20 

A:自分たちは、森林資源の重要性を住民に知らせることなどの研修をした。生計向上については、

FA は専門ではないので、農業局の技術者などにプロジェクトから依頼して講師をやってもらっ

た。 

Q:今後、そのような調整の経験を活かしてやってゆく予定はあるか？ 

A:プロジェクトの活動で、講師の調達も実施の経験もある。今後はモデル農家に講師をやっても

らうことも考えている。 

Q:RECOFTC の CF 研修を 2008 年に 1 年間受講した職員が 3 名いるが、どう活用したか？ 

A:2009 年 9 月に CF のメンバーに対してまず 1 回 CF 研修をした、その後 12 月の 2 回目はカン

トンメント内の職員を対象に研修を実施した。中央の講師（FWTC の FC 研修講師など）をや

ることについては、考えていない。カントンメント内の研修だけの予定だ。 

Q:村の行政やその他の行政機関との関係で何か困難なことはあるか？ 

A:彼らは我々の活動を支援してくれる存在であって、彼らとの仕事で問題はない。行政には、

CFMC 選挙の監視役を依頼したり公式書類の承認などを依頼している。我々はまた、いくつか

の地域のディストリクトの行政事務所とも必要に応じて仕事をしている。スタディービジット

や森林違法伐採などで書類が必要なときもある。NGO についても必要に応じて同じである。 

Q:コミュニティーとともに活動することで困難な点は何か？ 

A:ひとつは、地域住民に時間のかかる CF 活動への参加を促すことが難しい。村人は生活を立ち

ゆかせることに忙しい。従って、我々の活動も彼らのできる範囲でと調整することも必要にな

る。もうひとつは、人々の理解力には限界もある。彼らのほとんどが少しの教育しか受けてい

ないか読み書きもできない。そのため、CF ステップについてや、森林の重要性などを理解する

までにすべてを説明する必要があり、時間もかかる。プロジェクト開始後 2 年が過ぎる頃から

人々の理解が進んだ。ただ、今でも土地は CF のものではなく自分たちのものだと考える人も

いる。 

 

Q:FWTC の研修は、FA 職員は何度か受講しているか？また、活用はできているか？ 

A:それぞれ 4 回から 5 回は研修を受講しておりすべて活用できている。 

Q:プロジェクトから支援された機材のメンテナンスはどうなっているか？ 

A:我々は供与されたバイクやカメラなどについてもメンテナンスの責任があると思っているし、

これまでやってきた。ただ、大きな故障が起こったときには自分たちの予算内での修理が無理

な場合は JICA にたのむしかないが、プロジェクト終了後は FA の中央に頼むしかないと思う。

FAC、FAD、FAT には予算がない。しかし、これらの機材はすでに FA の資産として登録され

ているものであるので、FA としてメンテナンスの責任は果たされると思う。 

Q:これまでのプロジェクトでの経験は、新しい CF の活動に使えるか？ 

A: 今計画中の新しい CF（Chumreal 山の麓）の設立と実施に活用できると思う。 
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Q:JICA の支援終了後、どこか CF を支援する予定のドナーはあるか？ 

A:あるが、まだはっきりとはしていない。DANIDA が新しい CF（山の麓）について CF 境界画

定の支援をする可能性がある。2,000ha が社会コンセッションとしてあるので、人々が使える

土地があると考えている。今後は 2~3 の新しい CF 創立も考えている。 

 

Q:今後の CF 活動はどのように展開してゆく予定か？ 

A: 新しい CF をつくる計画が LWF（Lutheran World Federation-NGO）の支援である。LWF

は 2005 年頃にも一度 CF 創設を試みたが、経済土地コンセッションと重複の恐れから許可され

なかった経緯があり今回が 2 度目となる。 

ボエンコック CF とプノンプレアテット CF では、地域の住民はスキルも得て、生計向上など

も含めすでに自立的にやっているので活動は彼ら自身で継続してゆくはず。 JICA プロジェク

ト終了後はプロジェクト型支援が終了するので、FA としてはモニターしながらの支援をするだ

け。モニターする対象はコミュニティー資源の管理。生計向上については同時に、FA は今後の

CF 支援を得られる CEDAC のような他機関を探すことはしてゆくだろう。 

Q:野菜栽培を実施している農家は、他の農家にそのノウハウを伝えるか？ 

A:彼らは CEDAC との契約でオーガニック野菜を生産しており、会費も払っているので、他の農

家に伝えることはできないと思う。 

Q:これまでに養殖池の支援を受けた農家は 36 戸だが、まだ支援を受けていない農家に同じように

池の支援を拡大する予定はあるか？ 

A:36 の池は、彼らの参加の意思と評定の結果に全員で合意して支援したものであるので、そのこ

とについて、他の農家が不公平だということはないはずだ。３６の池はモデルとして支援され

たもの。もし、興味があれば彼ら自身で池を掘り稚魚を準備するのであれば、FA は技術的な支

援や研修は我々のできる範囲では対応するつもりである。 

Q:プロジェクト開始後の特筆すべき変化は何か？ 

A:たくさんの変化があった。特に、地域の人たちが森林の重要さを理解したこと。その結果、彼

らが自身で森を守り始め、森林面積も増加し、今では森に大木も増えた。さらには、生計向上

支援で、実際彼らの生計も改善していること。 

Q:農家が違法占拠している土地はどうなっているか？ 

A:6 家族がいたが説得で 4 家族は CF メンバーになった。あと 2 家族が残っている。農業でもう 2

年使用しているので、あと 3 年たったら出てゆくことを約束している。 

Q:ボエンコックでは一度土地を権利のある農民が分けたというが、現在はどうか？ 

A:今は CF で皆で管理している。何人かが売り始めたら、すぐに他のひと達もそれに習って自分 

の土地にするだろうが、プロジェクトで CF の活動があるあいだは、村人がそのようなことは 

しないので安心である。 

Q:違った形の森林があるが、これらをどのように FA としては管理してゆくのか？ 
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A:FA が管轄する森林には３つのタイプがある。ひとつは社会的土地コンセッション、ふたつ目が

経済土地コンセッション、そしてコミュニティフォレストと国有林である。MAFF はコンセッ

ション企業との間で合意し彼らの活動を監督することになっている。我々はその合意に従うと

いうことだ。もし彼らがその合意の反するようなことがあれば、MAFF にはそれらの土地を返

還させる権利がある。 

 

以 上 
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